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名称 黒松内町生物多様性地域戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 北海道黒松内町

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 79

ページ数（資料編） 7

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.kuromatsunai.com/town/tow
nlife/kankyo/file001.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 礼文町生物多様性地域戦略 副題 礼文島いきものつながりプロジェクト

基本情報

地方公共団体名 北海道礼文町

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 70

ページ数（資料編） 31

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.towNO.rebuNO.hokkaido.jp/h
otNOews/detail/00000199.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性かねがさき地域戦略 副題 ずっとこれからも、自然と支えあい共に生きるま
ち 金ヶ崎

基本情報

地方公共団体名 岩手県金ケ崎町

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 32

ページ数（資料編） 4

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.town.kanegasaki.iwate.jp/47s
eibututayousei/seibututayousei.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 とめ生きもの多様性プラン 副題 イヌワシやマガン、アカトンボが舞う
ふるさとをめ
ざして

基本情報

地方公共団体名 宮城県登米市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 81

ページ数（資料編） 17

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.tome.miyagi.jp/kankyo/ta
youseiplan.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 いわき市環境基本計画（第二次）一部改定版第３章第３節「自
然共生社会づくり いわき市生物多様性地域戦略」

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 福島県いわき市

共同策定

策定年 平成23年02月28日 改定年月 42428

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 14

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents
/1455513709025/index.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 東海村生物多様性地域戦略 副題 自然の恵みが持続するまちづくりにむけて

基本情報

地方公共団体名 茨城県東海村

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 50

ページ数（資料編） 32

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.vill.tokai.ibaraki.jp/viewer/inf
o.html?id=3392

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 うつのみや生きものつながりプラン（宇都宮市生物多様性地域
計画）

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 栃木県宇都宮市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 56

ページ数（資料編） 42

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kur
ashi/kankyo/shizen/1005388.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性おやま行動計画 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 栃木県小山市

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 94

ページ数（資料編） 4

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.oyama.tochigi.jp/kanko/
kanko/watarase/seibututayousei.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性いちかわ戦略 副題 人と生きものが自然の中でつながる文化のまち

基本情報

地方公共団体名 千葉県市川市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 60

ページ数（資料編） 28

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.ichikawa.lg.jp/env01/111
1000127.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性のだ戦略 副題 のだ・生き物のにぎわい保全・再生実行プラン

基本情報

地方公共団体名 千葉県野田市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 102

ページ数（資料編） 16

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.noda.chiba.jp/shisei/keik
aku/keikakusho/1005795.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 柏市生きもの多様性プラン 副題 水辺や人里の生きもの多様性を育み、伝えるま
ち 柏

基本情報

地方公共団体名 千葉県柏市

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 64

ページ数（資料編） 14

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kashiwa.lg.jp/ecosite/kei
kaku/jisshikeikaku/p008317.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ながれやま戦略 副題 オオタカがすむ森のまちを子どもたちの未来へ

基本情報

地方公共団体名 千葉県流山市

共同策定

策定年 平成22年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 36

ページ数（資料編） 37

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.nagareyama.chiba.jp/infor
mation/82/477/003635.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 いすみ生物多様性戦略 副題 生物多様性豊かな地域づくり 里山里海を守り伝
える人づくり

基本情報

地方公共団体名 千葉県いすみ市

共同策定

策定年 平成27年02月28日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 80

ページ数（資料編） 24

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.isumi.lg.jp/shisei/machi/c
at1445/post_227.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 ちよだ生物多様性推進プラン 副題 皇居から広がる生きものネットワーク 自然と共
生した都心のまちをめざして

基本情報

地方公共団体名 東京都千代田区

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 56

ページ数（資料編） 9

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/mach
izukuri/kankyo/sebutsutayose/plan.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 港区生物多様性地域戦略 副題 まちの活気と生きものが共存して、生物多様性
の恵みに感謝し、笑顔があふれているまち・みな
と

基本情報

地方公共団体名 東京都港区

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 134

ページ数（資料編） 41

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.minato.tokyo.jp/ryokuka
suishin/tayousei/strategy.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 目黒区生物多様性地域戦略 副題 ささえあう生命の輪 野鳥のすめるまちづくり計
画

基本情報

地方公共団体名 東京都目黒区

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 28

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/k
eikaku/keikaku/kankyo_hozen/tayosei/ch
iikisenryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 大田区環境基本計画 副題 『環境と生活・産業の好循環を礎とした持続可能
で快適な都市（まち）』を目指して

基本情報

地方公共団体名 東京都大田区

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 19

ページ数（資料編） 24

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/su
maimachinami/kankyou/plan/kihonkeikak
u.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 豊島区環境基本計画2014-2018 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 東京都豊島区

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 16

ページ数（資料編） 23

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.toshima.lg.jp/148/kuse/s
hisaku/shisaku/kekaku/008719.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性かつしか戦略 副題 全ての"生きもの"の命のつながりのために

基本情報

地方公共団体名 東京都葛飾区

共同策定

策定年 平成24年11月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 38

ページ数（資料編） 35

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.katsushika.lg.jp/informati
on/1000084/1006024/1006270.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 府中市生物多様性地域戦略 副題 府中の生物多様性を豊かにするはじめの一歩

基本情報

地方公共団体名 東京都府中市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 7

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.fuchu.tokyo.jp/gyosei/k
ekaku/kekaku/kankyo/seibututayouseitiik
isennryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 町田生きもの共生プラン2015-2021 副題 生物多様性 はじめの一歩

基本情報

地方公共団体名 東京都町田市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 63

ページ数（資料編） 33

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.machida.tokyo.jp/kurash
i/kankyo/keikaku/keikau/hajimenoippo/in
dex.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性いなぎ戦略 副題 つなげよう！ いなぎの生命 伝えよう！ ともに生
きる力

基本情報

地方公共団体名 東京都稲城市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 6

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.inagi.tokyo.jp/shisei/kei
kaku_hokoku/keikaku/seibutsutayousei_in
agi.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 羽村市環境とみどりの基本計画 副題 環境・みどり・生物多様性を包括的に進める は
むらプラン

基本情報

地方公共団体名 東京都羽村市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 13

ページ数（資料編） 8

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.hamura.tokyo.jp/0000006
768.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性あきる野戦略 副題 未来の子ども達に贈る あきる野の自然の恵み

基本情報

地方公共団体名 東京都あきる野市

共同策定

策定年 平成26年09月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 175

ページ数（資料編） 15

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.akiruno.tokyo.jp/0000005
507.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性あつぎ戦略 副題 未来へつなげよう 自然のめぐみと暮らすまち あ
つぎ

基本情報

地方公共団体名 神奈川県厚木市

共同策定

策定年 平成25年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 44

ページ数（資料編） 19

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/shimi
nbenri/environment/kankyou/tayousei/d
024351.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性佐渡戦略 副題 トキと暮らす島

基本情報

地方公共団体名 新潟県佐渡市

共同策定

策定年 平成24年06月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 118

ページ数（資料編） 3

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.sado.niigata.jp/admin/vi
sion/biodiversity12/pdf.shtml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定



防
災
・
生
活
環

境
へ
の
活
用

　
　
　
　
　
地
域
の
産
業
へ
の
活
用

地
域
の

文
化
へ

の
活
用人

間
活
動
に

当
た
っ
て
の

配
慮

野
生
生
物

重
要
な
場
所

等

調
査
・
研
究

名称 生物多様性うおづ戦略 副題 豊かな自然 多様ないきもの 未来につなごう ふ
るさと魚津

基本情報

地方公共団体名 富山県魚津市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 93

ページ数（資料編） 24

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.uozu.toyama.jp/guide/sv
GuideDtl.aspx?servno=6501

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 金沢版生物多様性地域戦略 副題 文化を育み、心を潤す豊かな自然を明日へ

基本情報

地方公共団体名 石川県金沢市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 112

ページ数（資料編） 45

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/25001/s
eisaku/shizenhogo/kanazawabannseibutu
tayouseisennryaku/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定



防
災
・
生
活
環

境
へ
の
活
用

　
　
　
　
　
地
域
の
産
業
へ
の
活
用

地
域
の

文
化
へ

の
活
用人

間
活
動
に

当
た
っ
て
の

配
慮

野
生
生
物

重
要
な
場
所

等

調
査
・
研
究

名称 松本市生物多様性地域戦略 副題 生き物あふれる松本プラン 生物多様性のホット
スポットを未来へつなぐまち 松本

基本情報

地方公共団体名 長野県松本市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 79

ページ数（資料編） 16

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/sh
isei/kankyojoho/osirase/biodiversity.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 岐阜市生物多様性プラン 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 岐阜県岐阜市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 50

ページ数（資料編） 27

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.gifu.lg.jp/27154.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ひだたかやま戦略（基本構想編・行動計画編） 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 岐阜県高山市

共同策定

策定年 平成22年03月31日 改定年月 42308

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 66

ページ数（資料編） 19

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.takayama.lg.jp/shisei/100
4958/1005618/1001309.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 第三次中津川市環境基本計画第5章「自然共生地域づくりに
関する施策（中津川市生物多様性地域戦略）」

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 岐阜県中津川市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 28

ページ数（資料編） 0

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/wiki/i
ndex.php/%E7%AC%AC%E4%B8%89%E6%AC
%A1%E4%B8%AD%E6%B4%A5%E5%B7%9D%E
5%B8%82%E7%92%B0%E5%A2%83%E5%9F%B
A%E6%9C%AC%E8%A8%88%E7%94%BB%E3%
81%AE%E7%AD%96%E5%AE%9A%E3%81%AB

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性おかざき戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 愛知県岡崎市

共同策定

策定年 平成24年01月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 80

ページ数（資料編） 7

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.okazaki.lg.jp/1300/1303/
1326/p011109.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性とよた戦略 副題 豊田市の生物多様性に関わる行動目標

基本情報

地方公共団体名 愛知県豊田市

共同策定

策定年 平成26年01月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 35

ページ数（資料編） 7

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/ka
nkyou/sizen/1003862.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 びわ湖源流の郷たかしま戦略 副題 高島から全国に発信する生物多様性 水を養い 
水と暮らし 水でつながる高島

基本情報

地方公共団体名 滋賀県高島市

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 98

ページ数（資料編） 64

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.takashima.lg.jp/www/con
tents/1352353046610/index.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 岸和田市生物多様性地域戦略2014 副題 大阪南部の生態系ネットワークの要となり多様
な生態系サービスに育まれたまち ”きしわだ”

基本情報

地方公共団体名 大阪府岸和田市

共同策定

策定年 平成26年08月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 45

ページ数（資料編） 69

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.kishiwada.osaka.jp/soshi
ki/28/2014biodiversity.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 第２次和泉市環境基本計画第４章３（２）「生物多様性地域戦
略」

副題 なし

基本情報

地方公共団体名 大阪府和泉市

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月 42460

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 134

ページ数（資料編） 16

位置付け 環境基本計画の一部

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.osaka-
izumi.lg.jp/kurasitetu/kankyouhozen/1317
187370988.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ひめじ戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県姫路市

共同策定

策定年 平成28年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 127

ページ数（資料編） 12

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.himeji.lg.jp/s40/2212468/
_3881/_35600.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性あかし戦略 副題 つなごう生きもののネットワーク

基本情報

地方公共団体名 兵庫県明石市

共同策定

策定年 平成23年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 68

ページ数（資料編） 0

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.akashi.lg.jp/kankyou/ka
nkyou_soumu_ka/shise/gyose/keikaku/kei
kaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 未来につなぐ生物多様性にしのみや戦略 副題 生きものとであい・ふれあい・まなびあい

基本情報

地方公共団体名 兵庫県西宮市

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 86

ページ数（資料編） 4

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.nishi.or.jp/contents/0001967
600030002500206.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性いたみ戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県伊丹市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 62

ページ数（資料編） 18

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.itami.lg.jp/SOSIKI/SHIMI
N/MIDORI/SEIBUTU_TAYO/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 豊岡市生物多様性地域戦略 副題 いのち響きあう豊岡をめざして

基本情報

地方公共団体名 兵庫県豊岡市

共同策定

策定年 平成25年09月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 57

ページ数（資料編） 2

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.toyooka.lg.jp/www/conte
nts/1380864058764/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性たからづか戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県宝塚市

共同策定

策定年 平成24年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 93

ページ数（資料編） 2

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.takarazuka.hyogo.jp/s/ka
nkyo/kankyoseikatsu/1010180/1000679.h
tml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ふるさと川西戦略 副題 なし

基本情報

地方公共団体名 兵庫県川西市

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 78

ページ数（資料編） 37

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kawanishi.hyogo.jp/gomi_
kankyo/kankyo/18547/018549.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性かさい戦略2013 副題 楽しむ、伝える、強くする

基本情報

地方公共団体名 兵庫県加西市

共同策定

策定年 平成25年04月30日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 75

ページ数（資料編） 5

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kasai.hyogo.jp/04sise/04
keik/34seib.htm

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性ささやま戦略 副題 森の学校復活大作戦

基本情報

地方公共団体名 兵庫県篠山市

共同策定

策定年 平成25年05月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 33

ページ数（資料編） 1

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.sasayama.hyogo.jp/pc/gr
oup/kankyo/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 倉敷市生物多様性戦略 副題 倉敷の豊かな自然と瀬戸内の恵みを未来へつ
なぐために

基本情報

地方公共団体名 岡山県倉敷市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 108

ページ数（資料編） 2

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kurashiki.okayama.jp/tiiki
senryaku/

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 生物多様性きたひろ戦略 副題 いのちの輝きに出会い、伝え、みずからが輝く町

基本情報

地方公共団体名 広島県北広島町

共同策定

策定年 平成25年02月28日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 75

ページ数（資料編） 33

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/syoug
aigakusyu/shizenkan/tayousei/tayousei.h
tml

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 綾町生物多様性地域戦略 副題 いのち豊かな綾をめざして

基本情報

地方公共団体名 宮崎県綾町

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 46

ページ数（資料編） 5

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://ayahpm.miyazaki-
nw.or.jp/display.php?cont=150424154301

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 鹿児島市生物多様性地域戦略 副題 豊かな自然 かごしま生きものプラン

基本情報

地方公共団体名 鹿児島県鹿児島市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 112

ページ数（資料編） 32

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

http://www.city.kagoshima.lg.jp/kankyo/k
ankyo/hozen/machizukuri/kankyohozen/
shizen/senryaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 霧島市生物多様性推進プラン 副題 生きものとの共生による豊かな自然と住みよい
環境を次世代へ

基本情報

地方公共団体名 鹿児島県霧島市

共同策定

策定年 平成26年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 68

ページ数（資料編） 22

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city-
kirishima.jp/kankyo/kurashi/kankyo/sebu
tsu/kekaku.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定
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名称 奄美大島生物多様性地域戦略 副題 自然と共に生きる奄美のしま創りプラン

基本情報

地方公共団体名 鹿児島県：奄美市、大和
村、宇検村、瀬戸内町、龍

共同策定

策定年 平成27年03月31日 改定年月

計画期間

見直し時期

ページ数（本編） 74

ページ数（資料編） 16

位置付け 独立した計画

対象区域 行政区域全体

現状と課題

理念・目的・目標

基本方針・戦略

施策・取組

実施体制・推進体制

地域戦略参照URL

https://www.city.amami.lg.jp/kankyo/mac
hi/shizen/tayosei.html

社会経済の状況

自然環境の状況

人口への言及

土地利用構成への言及

産業構造への言及

河川の分布

藻場・干潟の分布

里地里山の分布

保護地域の分布

地域として大切な場所
の分布

動植物相

植生図

課題

地域の生物多様性に関する課題 地域の社会状況に関する課題

体制

役割分担（全体）

役割分担（個別施策）

取組のスケジュール

目指す姿

定性的目標

数値目標

目標

指標の設定

愛知目標に対応

NBSAP国別目標に対応

施策の上位にある計画上の枠組み

特徴

目指す姿等のイメージ

ゾーニング

流域管理

森里川海としての捉え

保全・管理の施策 生態系サービス利用の施策

基盤的施策

調査・研究（自然環境）

調査・研究（生態系サービス等）

市民参加型調査

保護地域・保全対象地域等

自然の再生・復元

体験学習の場の整備・運営

鳥獣対策（個体数管理）

鳥獣対策（被害対策）

鳥獣の資源利用

希少種・絶滅危惧種対策

その他の生物の保全・管理等

外来種対策

インフラ整備の際の配慮

環境保全型農業

気候変動（地球温暖化）対策

防災・減災

教育

レクリエーション

健康、医療

住環境の快適性

グリーンインフラ

一次産業への活用（農業）

一次産業への活用（林業）

一次産業への活用（水産業）

一次産業への就労

一次産品のブランド化

バイオマスエネルギー

二次産業への活用

三次産業への活用（観光業）

三次産業への活用（その他）

観光ガイド育成等

観光プログラムの整備等

地産地消

食文化 工芸品 行事・祭事

※黒太字は地域戦略を特徴付ける施策。地域戦略の性格を表現している
。

生物多様性に関する拠点の設置・運営

新たな組織の立ち上げ

地域の人材の活用

ＣＳＲ

新たな財源の確保

普及啓発

人材育成

伝統的知識の継承

シンボルの設定


